
 
  

新型コロナウイルスの諸課題を出し合い 
できることから⽀え合うプラットフォーム＠愛知 

対象 
愛知県内の NPO 活動に関⼼のある⽅なら、誰
でも参加できます。（NPO、営利企業、⾃治会、
個⼈など、所属や分野は問いません） 

参加⽅法 
ホームページ内の「参加の⽅法」から、初回登
録フォームにご記⼊ください。または、裏⾯の
事務局へお問い合わせください。 

 新型コロナウイルスの影響は、⽣活困窮者や⼦ども、⾼齢者、障がい者、⼥性、外国⼈などの
社会的弱者をますます追い詰めています。NPO や市⺠団体は、そうした⼈たちを⽀援する存在
であるはずですが、コロナ禍で、いまだ思うように活動ができていません。この課題に「おたが
いさま」の精神で⼿を結び、共に前へ踏み出そうと、「NPO おたがいさま会議」を 2020 年 5 ⽉
に⽴ち上げました。これまでに愛知県内約 60 団体の関係者らで意⾒交換の場を持っています。 

 
 9 ⽉末までの 5 カ⽉間に 17 回のオンライン会議と、それ以上の数に上るコアメンバー 
会議を開き、課題を共有。⼀つ⼀つの解決策を探り、団体同⼠のマッチングによる 
成果が積み上がってきました。しかし、コロナ対応は⻑丁場です。ぜひ今後も 
より多くの皆さま⽅の参加と協⼒を賜りたく、お願い申し上げます。 

裏⾯に 
マッチング 

事例紹介など 

公式ホームページ http://otagaisama-aichi.xxxx.jp/（右下 QR コード） 
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 第3 回会議で⼀宮市の⽣活困窮
者⽀援「のわみ相談所」が運営に
苦しんでいるとの話を受け、名古
屋から災害備蓄品の下着類を提
供。さらにリユースショップとの

連携や、⺠間企業による就労⽀援
の可能性も探られました。⽣活困
窮者に対する“⽀援の⽀援”は名
古屋のささしまサポートセンタ
ーを通じても対応しています。 

事務局 
認定 NPO 法⼈レスキューストックヤ
ード、⼀般社団法⼈⽇本福祉協議機構 
協⼒ 
愛知県、名古屋市、愛知県社会福祉協
議会、名古屋市社会福祉協議会 

 マッチング事例 1 ⽣活困窮者⽀援 ✕ 災害⽀援 ✕ リユースショップ ✕ 就労⽀援 

 マッチング事例 2 外国⼈⽀援 ✕ 企業 ✕ 学⽣ボランティア 

 マッチング事例 3 重症⼼⾝障害者通所施設 ✕ ⼦ども⽀援 

 これまでの主なオンライン会議 原則、毎週⽕曜 16:00〜17:00 団体名・個⼈名は報告者 

■第 1 回（5 ⽉ 19 ⽇）こども NPO、セカンド
ハーベスト名古屋など 
■第 2 回（5 ⽉ 26 ⽇）ボラみみより情報局、
地域福祉サポートちた、⽇本福祉協議機構など 
■第 3 回（6 ⽉ 2 ⽇）のわみ相談所 
■第 4 回（6 ⽉ 9 ⽇）多⽂化共⽣リソースセン
ター東海、NPO まなびや@KYUBAN 
■第 5 回（6 ⽉ 16 ⽇）徳林寺、在東海ベトナ
ム⼈協会 

■第 8 回（7 ⽉ 7 ⽇）令和 2 年 7 ⽉豪⾬報告／
ベーカリーハウスわっぱん＆ソーネショップ 
■第 9 回（7 ⽉ 14 ⽇）⾵の会 
■第 10 回（7 ⽉ 21 ⽇）ささしまサポートセン
ター 
■第 12 回（8 ⽉ 4 ⽇）⼩幡緑地冒険遊び場の
会・つなしょ 
■第 13 回（8 ⽉ 18 ⽇）浜松医科⼤学健康社会
医学講座・尾島俊之教授 

コーディネーター 
⽯⿊好美（ライター／社会福祉⼠）、⼩池達也（フリーランス）、栗⽥暢之
（レスキューストックヤード）、関⼝威⼈（ジャーナリスト／なごやメデ
ィア研究会）、⼟井佳彦（多⽂化共⽣リソースセンター東海）、萩原喜之（三
河の⼭⾥コミュニティパワー）、濱野剣（⽇本福祉協議機構）、根岸恵⼦（こ
ども NPO）               ＝50 ⾳順、2020 年 9 ⽉現在 
 

 さらに情報や⽀援をお寄せください！  

 
 
 
 
 

 コロナ禍で就労も帰国もでき
なくなったベトナム⼈たちが⾝
を寄せていた名古屋市天⽩区の
徳林寺の状況を、多⽂化共⽣リソ
ースセンター東海を通じて把握。

企業から市社協に預けられてい
たペットボトル⽔を提供したほ
か、愛知淑徳⼤学の学⽣ボランテ
ィアによるオンライン⽇本語教
室の開催も実現しました。 
 

 名古屋市緑区の重症⼼⾝障害
者通所施設「⾵の会」の状況を第
9 回会議で共有。感染症への対応
はもちろんのこと、利⽤者の楽し
みがなくなっているとの報告を
受け、こども NPO が実施してき

た交流イベント「表現ひろば」を
施設向けに開催。利⽤者がオンラ
インの画⾯を通じて⼦どもたち
と交流しながら体を動かすこと
ができ、⼤変好評！ 2 回⽬の実
施も決まりました。 


